
TOPに戻る

　電気電子情報工学に関する基礎学力（工学基礎を含む）を十分培った上で、与えられたテーマに

関して自ら問題点を明らかにし、解決策を考えて行動できるような思考力の育成に力点を置き、幅広

い総合的な能力を有する技術者の養成を目指している。このコースは、日本技術者教育認定機構（Ｊ

ＡＢＥＥ）の基準に沿った教育プログラムであり、修了生は電気電子工学技術者として必要な教育

を修了していることが国際的に認められ、国家資格である技術士の第１次試験が免除される。これ

により、「修習技術者」の資格が与えられ、技術者として幅広い活躍の場が得られる。

　ＥＢコースは履修科目の選択に多少の制限はあるが、本コース修了生には修習技術者の資格が

与えられるので、社会に出てから技術士の資格を得るときに有利である。

はじめに

　電気電子情報工学科では、学生が将来への希望と適性に応じて学べるように、３つのコースが設

けられており、２年次からいずれかを選択することになる。

　特にＥＢコースを選択する際に役立ててもらうため、履修のための条件などを解説する。

　なお、入学年度によって履修等の条件が異なる場合もあるため、詳細については入学年度ごとに

配布される冊子「EBコース（グローバルエンジニアコース）の履修について」を確認すること．
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はじめにはじめに

ＥＢコースでは細かい点が多数定められていて、分かりにくいことが予想される。不明な点が生じた

ら、遠慮なく教員に質問すること。特にメールを利用すると便利である。その際には、学籍番号と氏名

を必ず明記してください。

中津原 克己 ：knakatsu@ele.kanagawa-it.ac.jp

後藤 みき ：miki@ele.kanagawa-it.ac.jp

問い合わせ先問い合わせ先

ＥＢコースの全般的事項について

担当教員に直接尋ねてください。授業時間の他に、各教員がオフィスアワーを設けているので、その

時間に訪問すると良い。なお、講義のときだけ来校する非常勤講師への質問は授業時間の前後に

行ってください。

各教員のオフィスアワーは、教務課の前に提示されています。 

各教科について

JABEE認定コース

TOPに戻る

はじめに

電気電子情報工学科では、入学時にEBコース選択・履修のための冊子「EBコース（グローバルエンジ

ニアコース）の履修について」を配布している．入学年度において履修条件などが異なる場合なども

あるため、各自の入学年度の「EBコース（グローバルエンジニアコース）の履修について」を参考に

コース選択・履修を行うこと。
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　ＥＢコースのカリキュラムは、表3-1-1～表3-1-5の通りである。主な注意点を以下に記す。

(1) 　大学では、通常９０分の授業を１コマといい、これを２時間と表記している。履修要綱の［別表

第１］～［別表第３］で表記した時間数はいずれもこの考え方に基づいている。しかし、ＪＡＢＥＥで

要求している時間数は、正味の値である。即ち、１コマは１.５時間で計算する。したがって、表3-1-1

～表3-1-5における「学習時間数」の欄に示した数字は、それぞれの科目の試験を含めた学習時間数

を示している。

　例えば、２単位の講義科目では、１５回の講義（１.５時間）で構成されるので、

１.５時間×１５回＝２２.５時間

となる。なお、電気電子設計及び特別研究ユニット（８０時間）と卒業研究（３５０時間）は、最低限

各研究室で学習しなければならない数値を表記している。

(2) 　「学習・教育到達目標の各項目に対する時間数・単位数の割合」の欄で示した数字は、表3-1-1

～表3-1-5で記したＥＢコースの学習・教育到達目標の各項目に対して、それぞれの科目がどれだけ

関与しているかを割り振った割合（％表示）である。

例えば、「哲学」の授業は、学習時間数２２.５時間、２単位に対して、学習・教育到達目標のＡ１、Ａ

２、Ｂ２に、それぞれ６０、３０、１０％の割合で関与していることを表している。

(3) 共通基盤教育の人文社会系の中で、◇で示した推奨科目は、コース分けする前の１年次から受

講できる選択科目であるが、ＥＢコースへ進むことを希望する学生諸君には、是非受講してもらいた

い科目であることを意味している。

(4) 表3-1-1～表3-1-5に記載した科目は、履修要綱に記載されている科目の中からＥＢコースの対

象外になっている科目を削除して、ＥＢコースの学生が受講できる科目のみを記載している。

(5) 学習・教育到達目標に達するための履修計画を立てるために、電気電子情報工学科の専門分野

を三本柱に基づいて、履修モデル表3-2-a,b,c,d,e,fとカリキュラムツリー表3-3を用意している。そこ

で、自分の履修計画を立てる際、自分の希望と適性に合わせて、大学４年間で履修する科目を決める

こと。具体的な履修例は表3-4-1,2,3に示している。

(6) 学習・教育到達目標と評価方法について表3-5に示している。
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【表3-1-1～5】 
授業科目配当表

【表3-2-a～f】 
学習・教育到達目標Aと関連の深い科目と
履修モデル

【表3-3】 
カリキュラムツリー

【表3-4-1～3】 
情報通信履修モデル（2014年度用）

【表3-5】 
学習・教育到達目標と評価方法

TOPに戻る

はじめに

図1 に示すように3 年次末でEB コースに変更することはできないが，それ以外のコース変更は各年

次末に届ければ原則的には可能である。ただし、EB コースへの編入は表1 で示した条件を満たす必

要があるので十分注意すること。
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【図1】　コース選択およびコース変更
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２年次
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３年次

３年次

４年次

４年次

４年次

入学 卒業

（JABEE認定）

卒業

卒業

EA

EAコース：実践的エンジニアコース

ECコース：電気工事・施工管理エキスパートコース

EBコース：グローバルエンジニアコース

EB

EC

単　　　位

教　員　名

学習目的・学習内容

学習成果

履修条件、他科目との関係

授業形式、形態

必　　　選コ　ー　ス

分　　　類開　　　講

英文科目名科　目　名 C 言語 C Programming Language

2 年前期 専門科目

EB コース必修，他コースは選択 EB コース必修，他コースは選択

2 単位，EB コース卒業研究着手条件科目

武尾 英哉（タケオ ヒデヤ）教授 　　高取 祐介（タカトリ ユウスケ）助教

現在一般に広く使用されている C 言語によるプログラミングを通して、プログラミングの基礎を習得するととも

に、表示、読み込み、分岐、繰り返し、配列、関数などのプログラミング言語の基本的概念の理解を深める。演習に

より、電気電子工学の解析を目的としたプログラム開発の基礎も学ぶ。 なお、ＪＡＢＥＥにおける【学習・教育到

達目標】のＣ－２（１００％）を身につけることを目標としている。

1. C 言語の基本構成を理解し、printf により画面に表示出来る。

2. scanf を理解し、整数、実数の演算プログラムが作成出来る。

3. if、 else if 文を理解し、論理的条件プログラムが作成出来る。

4. for、while 文を理解し、繰り返し演算プログラムが作成出来る。

5. 関数および配列を理解し、基本的プログラムが作成出来る。

プログラミング入門を履修しておくことが望ましい。

コンピュータを使用しながらの講義と演習を行う。

成績・評価

70％　期末試験  (40%)、中間試験  (30%)

30％　演習課題  (30%)

期末試験 40%、中間試験 30%、演習 30%により成績評価を行う。

到達目標を 60%以上達成したことにより合格とする。

また、評価点が ４０％以上～ ６０％未満の受講生に対して補講を実施の上、再試験を実施する。

試　験 

小テスト

レポート

プレゼンテーション

成　果

その他

備　考

課題、レポート提出 演習課題を必ず提出すること。

書　名 　 明解 C 言語入門編

著者名 　 柴田望洋

出版社 　 ソフトバンククリエイティブ

書　名 　 新版明解 C 言語実践編

著者名 　 柴田望洋

出版社 　 ソフトバンククリエイティブ

書　名 　 解きながら学ぶ C 言語

著者名 　 柴田望洋

出版社 　 ソフトバンククリエイティブ

書　名 　 問題解決のための C プログラミング

著者名 　 佐藤次男，中村理一郎

出版社 　 コロナ社

【指定図書／参考書、推薦図書】

【教科書】

科　目　詳　細

授　業　計　画
回　数 学　習　内　容 学　習　課　題

第 1 回

第 2 回

第 3 回

第 4 回

第 5 回

第 6 回

第 7 回

第 8 回

第 9 回

第 10 回

第 11 回

第 12 回

第 13 回

第 14 回

第 15 回

C 言語プログラム作成手順，画面への表示(printf )

キーボードからの読み込み(scanf )と表示(printf )

変数の型と宣言方法，整数の演算

変数の型と宣言方法，実数の演算

プログラムの流れの分岐，if 文，else 文（1)

プログラムの流れの分岐，if 文，else 文（2)

中間テストとその解説

プログラムの流れの繰り返し，do while 文

プログラムの流れの繰り返し，while 文

プログラムの流れの繰り返し，for 文

配列の基礎（１次元配列） 

１次元配列の応用と多次元配列の基礎

関数（その１）関数の基礎

関数（その２）関数の設計

期末テストとその解説

事前学習 ： パソコンの起動、ログイン、開発環境の使い方。

事後学習 ： 開発環境をマスターする。

事前学習 ： C 言語の入力。

事後学習 ： 授業中で課した演習レポート。

事前学習 ： 整数変数の型についての予習。

事後学習 ： 授業中で課した演習レポート。

事前学習 ： 実数変数の型についての予習。

事後学習 ： 授業中で課した演習レポート。

事前学習 ：  if 文についての予習。

事後学習 ： 授業中で課した演習レポート。

事前学習 ： else 文についての予習。

事後学習 ： 授業中で課した演習レポート。

事前学習 ： 前半部分の復習。

事後学習 ： 中間テストの見直し（模範解答との照らし合わせ）。

事前学習 ： do 文についての予習。

事後学習 ： 授業中で課した演習レポート。

事前学習 ： while 文についての予習。

事後学習 ： 授業中で課した演習レポート。

事前学習 ： for 文についての予習。

事後学習 ： 授業中で課した演習レポート。

事前学習 ： １次元配列についての予習。

事後学習 ： 授業中で課した演習レポート。

事前学習 ： 多次元配列についての予習。

事後学習 ： 授業中で課した演習レポート。

事前学習 ： 関数についての予習。

事後学習 ： 授業中で課した演習レポート。

事前学習 ： 高度な関数（配列渡し）についての予習。

事後学習 ： 授業中で課した演習レポート。

事前学習 ： 事前学習 後半部分の復習。

事後学習 ：  期末テストの復習。



TOPに戻る

　電気電子情報工学に関する基礎学力（工学基礎を含む）を十分培った上で、与えられたテーマに

関して自ら問題点を明らかにし、解決策を考えて行動できるような思考力の育成に力点を置き、幅広

い総合的な能力を有する技術者の養成を目指している。このコースは、日本技術者教育認定機構（Ｊ

ＡＢＥＥ）の基準に沿った教育プログラムであり、修了生は電気電子工学技術者として必要な教育

を修了していることが国際的に認められ、国家資格である技術士の第１次試験が免除される。これ

により、「修習技術者」の資格が与えられ、技術者として幅広い活躍の場が得られる。

　ＥＢコースは履修科目の選択に多少の制限はあるが、本コース修了生には修習技術者の資格が

与えられるので、社会に出てから技術士の資格を得るときに有利である。

はじめに

　電気電子情報工学科では、学生が将来への希望と適性に応じて学べるように、３つのコースが設

けられており、２年次からいずれかを選択することになる。

　特にＥＢコースを選択する際に役立ててもらうため、履修のための条件などを解説する。

　なお、入学年度によって履修等の条件が異なる場合もあるため、詳細については入学年度ごとに

配布される冊子「EBコース（グローバルエンジニアコース）の履修について」を確認すること．

２０１２年度 ２０１３年度

２０１４年度 ２０１５年度

JABEEとは何か？ 技術者像

カリキュラム 卒業要件履修できる条件

シラバス 個人毎の達成度評価一覧表

電気電子情報工学科 サイトマップ神奈川工科大学サイト

Kanagawa Institute of Technology.
© 2015 Dept. of Electrical and Electronic Engineering All Rights Reserved.

在学生の方 卒業生の方トップページ 高校生の方 各研究室

JABEEとは何か？

技術者像

学習・教育到達目標

カリキュラム

履修条件

卒業要件

シラバス

個人毎の達成度評価一覧表

冊子「ＥＢコース
の履修について」

大学案内や願書を
無料でお送りいたします。

グローバルエンジニアコース（EBコース）グローバルエンジニアコース（EBコース）

はじめにはじめに

ＥＢコースでは細かい点が多数定められていて、分かりにくいことが予想される。不明な点が生じた

ら、遠慮なく教員に質問すること。特にメールを利用すると便利である。その際には、学籍番号と氏名

を必ず明記してください。

中津原 克己 ：knakatsu@ele.kanagawa-it.ac.jp

後藤 みき ：miki@ele.kanagawa-it.ac.jp

問い合わせ先問い合わせ先

ＥＢコースの全般的事項について

担当教員に直接尋ねてください。授業時間の他に、各教員がオフィスアワーを設けているので、その

時間に訪問すると良い。なお、講義のときだけ来校する非常勤講師への質問は授業時間の前後に

行ってください。

各教員のオフィスアワーは、教務課の前に提示されています。 

各教科について

JABEE認定コース

TOPに戻る

はじめに

電気電子情報工学科では、入学時にEBコース選択・履修のための冊子「EBコース（グローバルエンジ

ニアコース）の履修について」を配布している．入学年度において履修条件などが異なる場合なども

あるため、各自の入学年度の「EBコース（グローバルエンジニアコース）の履修について」を参考に

コース選択・履修を行うこと。
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　ＥＢコースのカリキュラムは、表3-1-1～表3-1-5の通りである。主な注意点を以下に記す。

(1) 　大学では、通常９０分の授業を１コマといい、これを２時間と表記している。履修要綱の［別表

第１］～［別表第３］で表記した時間数はいずれもこの考え方に基づいている。しかし、ＪＡＢＥＥで

要求している時間数は、正味の値である。即ち、１コマは１.５時間で計算する。したがって、表3-1-1

～表3-1-5における「学習時間数」の欄に示した数字は、それぞれの科目の試験を含めた学習時間数

を示している。

　例えば、２単位の講義科目では、１５回の講義（１.５時間）で構成されるので、

１.５時間×１５回＝２２.５時間

となる。なお、電気電子設計及び特別研究ユニット（８０時間）と卒業研究（３５０時間）は、最低限

各研究室で学習しなければならない数値を表記している。

(2) 　「学習・教育到達目標の各項目に対する時間数・単位数の割合」の欄で示した数字は、表3-1-1

～表3-1-5で記したＥＢコースの学習・教育到達目標の各項目に対して、それぞれの科目がどれだけ

関与しているかを割り振った割合（％表示）である。

例えば、「哲学」の授業は、学習時間数２２.５時間、２単位に対して、学習・教育到達目標のＡ１、Ａ

２、Ｂ２に、それぞれ６０、３０、１０％の割合で関与していることを表している。

(3) 共通基盤教育の人文社会系の中で、◇で示した推奨科目は、コース分けする前の１年次から受

講できる選択科目であるが、ＥＢコースへ進むことを希望する学生諸君には、是非受講してもらいた

い科目であることを意味している。

(4) 表3-1-1～表3-1-5に記載した科目は、履修要綱に記載されている科目の中からＥＢコースの対

象外になっている科目を削除して、ＥＢコースの学生が受講できる科目のみを記載している。

(5) 学習・教育到達目標に達するための履修計画を立てるために、電気電子情報工学科の専門分野

を三本柱に基づいて、履修モデル表3-2-a,b,c,d,e,fとカリキュラムツリー表3-3を用意している。そこ

で、自分の履修計画を立てる際、自分の希望と適性に合わせて、大学４年間で履修する科目を決める

こと。具体的な履修例は表3-4-1,2,3に示している。

(6) 学習・教育到達目標と評価方法について表3-5に示している。
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【表3-1-1～5】 
授業科目配当表

【表3-2-a～f】 
学習・教育到達目標Aと関連の深い科目と
履修モデル

【表3-3】 
カリキュラムツリー

【表3-4-1～3】 
情報通信履修モデル（2014年度用）

【表3-5】 
学習・教育到達目標と評価方法
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はじめに

図1 に示すように3 年次末でEB コースに変更することはできないが，それ以外のコース変更は各年

次末に届ければ原則的には可能である。ただし、EB コースへの編入は表1 で示した条件を満たす必

要があるので十分注意すること。

電気電子情報工学科 サイトマップ神奈川工科大学サイト

Kanagawa Institute of Technology.
© 2015 Dept. of Electrical and Electronic Engineering All Rights Reserved.

在学生の方 卒業生の方トップページ 高校生の方 各研究室

JABEEとは何か？

技術者像

学習・教育到達目標

カリキュラム

履修条件

卒業要件

シラバス

個人毎の達成度評価一覧表

冊子「ＥＢコース
の履修について」

大学案内や願書を
無料でお送りいたします。

JABEE認定コース

【図1】　コース選択およびコース変更

１年次

２年次

２年次

２年次

３年次

３年次

３年次

４年次

４年次

４年次

入学 卒業

（JABEE認定）

卒業

卒業

EA

EAコース：実践的エンジニアコース

ECコース：電気工事・施工管理エキスパートコース

EBコース：グローバルエンジニアコース

EB

EC

単　　　位

教　員　名

学習目的・学習内容

学習成果

履修条件、他科目との関係

授業形式、形態

必　　　選コ　ー　ス

分　　　類開　　　講

英文科目名科　目　名 C 言語 C Programming Language

2 年前期 専門科目

EB コース必修，他コースは選択 EB コース必修，他コースは選択

2 単位，EB コース卒業研究着手条件科目

武尾 英哉（タケオ ヒデヤ）教授 　　高取 祐介（タカトリ ユウスケ）助教

現在一般に広く使用されている C 言語によるプログラミングを通して、プログラミングの基礎を習得するととも

に、表示、読み込み、分岐、繰り返し、配列、関数などのプログラミング言語の基本的概念の理解を深める。演習に

より、電気電子工学の解析を目的としたプログラム開発の基礎も学ぶ。 なお、ＪＡＢＥＥにおける【学習・教育到

達目標】のＣ－２（１００％）を身につけることを目標としている。

1. C 言語の基本構成を理解し、printf により画面に表示出来る。

2. scanf を理解し、整数、実数の演算プログラムが作成出来る。

3. if、 else if 文を理解し、論理的条件プログラムが作成出来る。

4. for、while 文を理解し、繰り返し演算プログラムが作成出来る。

5. 関数および配列を理解し、基本的プログラムが作成出来る。

プログラミング入門を履修しておくことが望ましい。

コンピュータを使用しながらの講義と演習を行う。

成績・評価

70％　期末試験  (40%)、中間試験  (30%)

30％　演習課題  (30%)

期末試験 40%、中間試験 30%、演習 30%により成績評価を行う。

到達目標を 60%以上達成したことにより合格とする。

また、評価点が ４０％以上～ ６０％未満の受講生に対して補講を実施の上、再試験を実施する。

試　験 

小テスト

レポート

プレゼンテーション

成　果

その他

備　考

課題、レポート提出 演習課題を必ず提出すること。

書　名 　 明解 C 言語入門編

著者名 　 柴田望洋

出版社 　 ソフトバンククリエイティブ

書　名 　 新版明解 C 言語実践編

著者名 　 柴田望洋

出版社 　 ソフトバンククリエイティブ

書　名 　 解きながら学ぶ C 言語

著者名 　 柴田望洋

出版社 　 ソフトバンククリエイティブ

書　名 　 問題解決のための C プログラミング

著者名 　 佐藤次男，中村理一郎

出版社 　 コロナ社

【指定図書／参考書、推薦図書】

【教科書】

科　目　詳　細

授　業　計　画
回　数 学　習　内　容 学　習　課　題

第 1 回

第 2 回

第 3 回

第 4 回

第 5 回

第 6 回

第 7 回

第 8 回

第 9 回

第 10 回

第 11 回

第 12 回

第 13 回

第 14 回

第 15 回

C 言語プログラム作成手順，画面への表示(printf )

キーボードからの読み込み(scanf )と表示(printf )

変数の型と宣言方法，整数の演算

変数の型と宣言方法，実数の演算

プログラムの流れの分岐，if 文，else 文（1)

プログラムの流れの分岐，if 文，else 文（2)

中間テストとその解説

プログラムの流れの繰り返し，do while 文

プログラムの流れの繰り返し，while 文

プログラムの流れの繰り返し，for 文

配列の基礎（１次元配列） 

１次元配列の応用と多次元配列の基礎

関数（その１）関数の基礎

関数（その２）関数の設計

期末テストとその解説

事前学習 ： パソコンの起動、ログイン、開発環境の使い方。

事後学習 ： 開発環境をマスターする。

事前学習 ： C 言語の入力。

事後学習 ： 授業中で課した演習レポート。

事前学習 ： 整数変数の型についての予習。

事後学習 ： 授業中で課した演習レポート。

事前学習 ： 実数変数の型についての予習。

事後学習 ： 授業中で課した演習レポート。

事前学習 ：  if 文についての予習。

事後学習 ： 授業中で課した演習レポート。

事前学習 ： else 文についての予習。

事後学習 ： 授業中で課した演習レポート。

事前学習 ： 前半部分の復習。

事後学習 ： 中間テストの見直し（模範解答との照らし合わせ）。

事前学習 ： do 文についての予習。

事後学習 ： 授業中で課した演習レポート。

事前学習 ： while 文についての予習。

事後学習 ： 授業中で課した演習レポート。

事前学習 ： for 文についての予習。

事後学習 ： 授業中で課した演習レポート。

事前学習 ： １次元配列についての予習。

事後学習 ： 授業中で課した演習レポート。

事前学習 ： 多次元配列についての予習。

事後学習 ： 授業中で課した演習レポート。

事前学習 ： 関数についての予習。

事後学習 ： 授業中で課した演習レポート。

事前学習 ： 高度な関数（配列渡し）についての予習。

事後学習 ： 授業中で課した演習レポート。

事前学習 ： 事前学習 後半部分の復習。

事後学習 ：  期末テストの復習。
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